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A study of the transition process of the system for Kendo techniques 
̶focus on the shinai̶
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Abstract: e system of Kendo techniques rst included Kenjyutsu 68 tte formalized by Chiba Shusaku （from 
“Chiba Shusaku Sensei Jikiden Kenjutsu Meijin Hou” published in 1884），based on strikable target areas （head 
piece, gauntlet, chest plate, and thrusts to the throat）. is was passed on to Takano Sasaburou’s Shuhou 50 Shu 
published in “Kendo” （1915），and was in turn inherited by Tominaga Kengo’s “Mottomo Jissaitekina Gakusei 
Kendo no Sui” （1926）. is study aims to clarify how the shinai itself has changed over time, focusing on 
transitions in the system of Kendo techniques, analyzing how Kendo equipment （the shinai） have previously 
been described in Kendo guides published in respective periods.
e following points can be set forth by summarizing the results assessed in this paper. 
1.　 Shinai used before Tominaga Kengo’s “Mottomo Jissaitekina Gakusei Kendo no Sui” （1926） which completed 
the target-based technique system in Kendo, were similar to those used in the period when Chiba Shusaku’s 
Kenjyutsu 68 tte was explicitly stated.
2.　 e type of shinai adopted in Tominaga Kengo’s “Mottomo Jissaitekina Gakusei Kendo no Sui” （1926） was 
also similar to those used in the past. In regards to the sword’s size; however, a shinai with a longer length of 
3-shaku 9-sun （approx. 120.0 cm） comes to be acceptable in addition to those of the conventional length of 
3-shaku 8-sun （approx. 117.3 cm）．
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年代 著者 書名 発行所 竹刀に関する記述
大正 15（1926）年 服部興覇 剣道教範 藤谷崇文館 大人用が三尺九寸














昭和 11（1936）年 野間淸治編 武道宝鑑 大日本雄弁会
講談社
現今三尺八寸（三八）三尺九寸（三九）が普通である











昭和 16（1941）年 小笠原三郎 剣道入門 野球界社 大人用としては現今三尺九寸のものも
相當廣く用ひられてゐる
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フ能ク倒ルヽ
0 0 0 0 0 0
者ナリ」（同上書，pp. 125–126）と解説さ
れる．
58） 小林義雄（1988）「『剣術六十八手』と『手法五十種』の研
究」『日本武道学研究』渡辺一郎教授退官記念会，p. 132
59） 「剣術六十八手」に示された「續業」は高野の『剣道』に
おいて別項を設け詳細に説明されている．
60） 同上書，pp. 95–96
61） 同上書，p. 95
62） 高野は「上手は武器を擇ばず」と題した項目においても
「數十年の經驗により三尺八寸以内を以て最も適當のも
のなりと信ず」（同上書，p. 160）と三尺八寸の長さが最
も適していることを強調している．
63） 同上書，p. 96
64） 多胡全（1923）「体育的学校剣道」『近代剣道名著大系・
第 7巻』同朋舎出版，p. 77
65） 同上書，p. 88
66） 毛束柳太郎（1923）『竹刀之光』自刊，pp. 21–22
67） 同上書，p. 21
68） 同上書，p. 21–22
69） 小川多仲（1924）『日本の武道・剣法』自刊，p. 136
70） 同上書，p. 136
71） 富永堅吾（1925）『最も実際的な学生剣道の粋』慶文堂書
店，p. 2
72） 同上書，p. 1
73） 同上書，pp. 94–168
74） これら打突の基本動作は，高野の『剣道』において「手
法五十種」と別項を設けて詳細に解説されている．
75） 「張り面」は「相手と互いに構へて居る場合に、此方より
進んで刀を張り、踏込んで撃つ場合と、相手が面に撃込
んで來たのを、右又は左に張つて撃つ場合とがある」
（同上書，p. 105）と説明されている．
76） 「左片手右横面」は「左片手で相手の右横面を撃つ業で
ある。撃つには此方より踏込んで撃つ場合があり、又相
手が攻込むか、撃つか、又は突いて來る時に施す場合が
ある」（同上書．p. 115）と解説されている．
77） 「拂ひ面」は「此方より相手の刀を右か右下、又は左か左
下に拂ひ、切先を殺すと同時に、踏込んで面を撃つ場合
もあるが、併し相手が面か、籠手か、胴かを撃て來、又
は咽喉を突いて來たのを拂つて撃つのが最も有利であ
る」（富永堅吾（1925）『最も実際的な学生剣道の粋』慶
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文堂書店，pp. 100–101）と説明されている．
78） 同上書，pp. 104–105
79） 同上書，pp．114–115
80） 「右片手左横面」は「右片手を以て相手の左横面を撃つ
業」（同上書，pp. 115–118）と解説される．
81） 同上書，p. 124
82） 「拂ひ籠手」は「刀で相手の刀を右に拂ひ、右足より踏込
んで籠手を撃つ場合があり、又相手が籠手か右胴を撃
つて來た場合に、これを右下に拂ひ、突いて來た場合
に、右か右下に拂つて撃つ場合がある」（同上書，
p. 125）とされる．
83） 「退き籠手」は「間合が接近した場合に、體を退くと同時
に籠手を撃つ業である。業を施すには、體を退くと同時
に其の儘籠手を撃つのであるが…中略…退き方は場合
によつて左足より後に退いてもよいが、左足を稍左後
に退き、體を僅かに左に交せば更に妙である」（同上書，
pp. 129–130）と述べられている．
84） 「退き胴」は「鍔糶合、又は相手に近い場合に、體を退く
と同時に胴を撃つ業で…中略…撃方は左足より後、又
は左後に退くと同時に右胴撃方の要領を以て右胴を撃
ち、左胴撃方の要領を以て左胴を撃つのである」（同上
書，pp. 148–149）と解説されている．
85） 「摺上げ胴」は「相手が面を撃つて來た場合に、刀を以て
相手の刀を摺上げて胴を撃つ業」（同上書，p. 149）であ
る．
86） 「利生胴」は「双方下段星眼等ニ守リ居ルヲ、向フヨリ進
マントスル頭ヘ此ノ方太刀ヲ向フヘ眞直グニ延バセバ、
向フ突キ掛カルモノナリ。若シ其ノ突キノ外ヅルヽ節
ハ、其ノマヽ居敷キ胴ヲ打ツ」（高坂昌孝（1884）『千葉
周作先生直伝剣術名人法』自刊，p. 121）と解説される．
87） 中村民雄（1995）「剣道の技の体系と技術化について―
打突部位の体系から対応の仕方による体系へ―」『武道
文化の研究』第一書房，p. 223
88） 富永堅吾（1925）『最も実際的な学生剣道の粋』慶文堂書
店，pp. 234–235
89） 同上書，p. 234
90） 同上書，p. 235
91） 同上書，p. 235
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